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　月始めは金牛宮にあって，6日にその中央を通過する．即ち此の口は立夏である・併

し21日間は金牛宮よ、り双子宮に侵入する・帥ち此の日は小満である・叉た88夜は2日

であって，立春の日（2月5日）から計へて88日目に當り，此の頃になれば最早や寒さ

も殆んどなくなると昔から傳へられてるる，時差は今月は凡て太陽が時計の正午より

も早く南中して，1日には2分56秒，14，15日は3分47秒置最大で，以後は次第に勘な

くなり，31日には2分35秒目なる．地球からの距離は月始め1億5000萬岬山り，月末1

億5100萬粁下りである．

　日の出は1日5時7分，H日4時57分，21H4時49分，31日4時45分，日の入りは1日6時

42分，11日6時50：分，21日6時58分・，31日7時5分である．

　月の相

新　　　月

土　　　弦
満　　　月

下　　　弦
蓮地黒樋過

近地黙逼過

昇交黙通過

降交黒樋過
昇交　fi通過

　時　　　　刻
6日午鳶冒　3日寺12分

｝3日午後11時2分

20日午後2時9分
27日午後1時54分
4日午後6時48分
19日午後3時0分
2日午前6時12分
16日午後1時54分
29日午前ll時64分

競直径
29分3］秒

31分30秒
33分20秒
30分23秒
29分27秒
33分23秒
29分36秒
32分37秒
29分47秒
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　遠地貼通過の時の地球からの距離は40萬δOOO粁で，近地駝通過の時の距離は35萬

8000粁にまで近寄る．即ち月から地球まで光が到達する時間は僅かに】秒絵りである．

　月の出は1日午前2時50分，6日午前4時63分，11日午前8時46分，16日午後2時20分，21

H午後8時35分，26日はなし，3iE午前2時2分である，月の入りは1日午後2時40分，6

日午後7時27分，］1日午後11時55分，16日午前2時4分，21日午前5時6分，26日午前10時

32分，3】日午後3時23分である．（MI）



199，

　　　　　　　　　　　　　遊　　　星　　　界

　水　　星　曉の東天に輝やV・て，8日午後6時には西方最大離角26度25分とな
って，観望の絶好期である．但し朝寝しては見られぬ．詳細はし太陽系「の頁

を滲照．星座はLうを「座よりしひつじ「座を順行する．地球からの距離は月始

め1億粁で，8日頃は1億2000萬粁，月末には1億8000萬粁となる．

　　　　1日午前9時の位置は　　赤経1時1分34秒4　赤緯北3度52分26秒
　　　　8日午前9時　　　　　　　　1時22分2秒3　　　北5度18分23秒
　　　16日午前9時　　　　　　　1時56分】4秒4　　　北8度37分30秒
　　　31日午前9時　　　　　　　3時28分49秒6　　　北17度30分2秒
競直径は月始め9秒2で8日頃は8秒1であり，月末には5秒5に減ずる．光度は月始め正1
等星であるが，8日頃は正0等；6となり，月末には買0等6に増す・

　金　星　育の明星として愈々その眞威を磯記して，23午前8時には最大光
細となって白中でも見られる様になる．望遠鏡でみると．月始めは掌月型で
あるが，次第に覗直径が直すと共に鋏けは大きくなり，月末には三日月型に
なって了ふ．宵に見る金星の観望好期は今月までであって，後は八月以後曉

での観望がよくなる，地球からの距離は月始め9500萬粁であるが，月末には
6000萬粁に接近する．

　　　　1日午前9・時の位置は　赤樫5時39分41秒8　赤緯北27度7分45秒
　　　16日午前9時　　　　　　　　6時31分46秒2　　　北26度55：分17秒
　　　31日午前9時　　　　　　　　7時3分29秒2　　　北25度17分7秒
親直樫は月始め27秒0であるが，月末には42秒0にまで増す．光度は月始め4貢等1であ

るが，10日頃より気霜まで頁4等2の最大光輝を持績する・

　火　　星　曉の東天にあって大艦水星と並んでみるが，まだ威望に好都合で

はなv・．地球からの距離は大罷3億4000萬粁である．

　　　　1日午前9時の位置は　赤経1時19分59秒2　赤緯北7度38：分28秒
　　　31日午前　9鴫…　　　　　　　　　　　　　　2日吉…45分52秒0　　　　　　　斗ヒ15度32分58秒

親直径は月始め2秒0，月宋2秒1で，光度は正1等5を持績する，

　木　星金星と共に宵の室を賑はす．夕刻5時か6時頃に南中する様になっ
たのでそろそろ観望の時期もあと少しになって來た．4日午後4時に東矩とな
る．地球からの距離は月始め7億8000萬粁であるが月末には8億4000萬粁とな
る．

　　　　1日午前9時の位置は　　赤経9時4分29秒4　赤緯北17度43分4秒
　　　31日午前9時　　　　　　　　9時】7分置秒3　　　北16度45分17秒
覗直径は刀始め35秒3であるが刀末には32秒4となる・光度は大艦上1等6である・

　土　　星　夜肩首東天に昇るので今後糊望には都合がよくなり，加之覗直径

も次第に増して行くので一瞬有利である．地球からの距離は約14億粁である．

　　　ユ6日午前9時の位置は　　赤纒20時28分42秒3　赤緯南19度21分22秒

覗直裡は月始め15秒2であるが刀末には15秒9となる・光度は大規正0等7である・15　ll

午前9時に停留となり，それ以後逆行に移る・

　天王星　曉の星であるが月末にならぬと太陽光芒から離れない，

　　　29日午前9時の位置は　　赤経1時22分3秒8　赤緯北7度59分41秒
覗直径は3秒4程で光度は6等2・地球からの距離は約31億粁である・

、海王星　地球からの距離は大略45億粁で覗直径2秒4，光度7等727日午自iI
3時に東矩となる．

　　　17日午前9時の位置は　　赤経10時29分16秒3　赤緯北10度20分26秒

　冥王星　宵の星ではあるが観望の望は全くない・（Mり
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太 陽 系

　水星の最大離角　本月の上中旬はi71・、；の東天によく見る事が出來て，殊に8日午後6時

には西方最大離角26度25分となり，太陽よりも約1時間早やく4時頃に東天に昇る，小

：望遠鏡で見ると三日月型よりやX太い形にみられる．水星観望の好期は本年中では，

此の頃と，7月の中旬から下旬にかけての宥の空の最大離角26度54分との二回丈が最

好期である・

　木星の四衛星清失　小望遠鏡で見て面白いのは此の四衛星の運動である・所が此の

四つ共に見えなくなる時が本月起る，此の稀に起る二二も相櫓と午後1時頃であるた

め米大陸以外では見られない・が一磨説明すると，4日午前9時蜀分に第2衛星は掩蔽

されて見えなくなり，次）・で午前10時51分24秒には第4衛星も食となll　1と殆んど同

時（52分）に第3衛星は掩蔽終って現はれるが，午前11時4分目は第1衛星が木星面経過

を始め，午後0時19分にはその影も木星面に投影される・斯くて3個の衛星は木星の前

叉は後にかくれて了って，最後の第3衛星が午後⑪時24分42秒に食となる時から，全く

四衛星の姿が見えなくなるのである．そして，約1時間の後午後1時20分良工衛星が木

星面経過を絡って，木星の東側に離れる時から，叉た常に何れかの衛星が必ず見えて

みる様になるのである・爾ぼ斯かる現象は本年工1月21日にも起るが，これも正午近く

で我國からは見られなV・・其の後，7年あとの1939年7月16日までは，四衛星の内少な

くともユ個は，常に必ず木星と並んで見えてみるのである．

　月と遊星との會合3日午後10時57分に水星と會合・4日午前4時14分に天王星と會

合し，同4日午前］0時30分には火星と會合する．とん1で10B午前1時35分に金星と會合

してその北側を通り，ユ3日午前6時53分には木星と會合する．翌14日午後8時42分に海

王星と會合し，その北側牛度程の所を通過する．25日午前2時17分土星と會合し，最

後に31日午後1時27分に再び天王星と會合する・

　遊星間の禽合7日午前5時に水星と天王星と會合し，水星は南側約2度牛の所を通

る・19日午前5時に水星は更に火星の南2度牛の所を逓る．（MI）
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　花も過ぎて，若葉のもとのぞy“ろ歩きにも，もう既に汗を感ずる頃：となった．愈々

春も牛ばを過ぎて，空の星の景色にも，夏の星座しさそり「が東の方に現はれ始めて來

た．銀河は殆んど地雫線に沿ふて見えず，大きな星の数は少なくなって來たが，それ

でもまだ，ポルックス，プロシオン．，カペラ．レグルス，スピカ，ア1クチaラス等

が輝き，既に夏の星たる，ヴエガ，デネブ，アンタレス等も東の方から昇って來る．

　北斗は丁度北極星の眞上に懸って；北極星の案内役をつとめてみる・此のしおほく

ま「星座は北斗七星に依って有名であるが，七星のみならずもっと廣範園を占め，多

くの星を含んだ星座である．此の星座の南瑞には，二つ宛並んだ三無の星が略一直線

上に等距離に並んで甚だ分り易い境界線を示してみる．北斗七星の東から二つ目の星

はミザ1ルと言ふ，その傍にアルコノレと言ふ4等星が11分程離れてある・此の星は善

通の天氣状態なら大抵の人に見えるのではあるが，硯力の槍査によく使はれる星であ

る．扱てミザ1ルは二重星として最初に螢見された歴史的星であって，且つ；重星と

して篇眞に撮られた最初の星であり，且つ叉た，その主星が分：光的蓮星として最籾に

登見せられたものである・更らにその俘星亜びにアルコルも共に叉た二重星なのであ

る．爾ほ此の星座で面白V“Frg．は，北斗七星の爾端二星を除》・た内の五星は一様な運動

をして居り，此の五星と同じ運動をしてみるものにシリウス．やしぎょしや「座β星等が

ある、

　しおとめ■星座の主星はスピカと言ふ・此の星としまきを「座のア1クチユラスとしし

し■座β星としりようけん「座圭星とは所謂LtSとめのダイヤモンド「と言はれる四邊

形を形造る・更らに此の四邊形に相似な形をしおとめ■星座内のスピカ，・r，ε，ζの四星

でも形造つでるる．街ほ，此の星座内には渦状星霧が多い．

　しかみのけ「星座は小さな星座ではあるが，銀河座標の北極が此の星座中にある．一一

禮銀河に洛ふては星が多くその極になる程星は少なくなるのであるが，渦状星霧のみ

は極の方に多い．しおとめ「座に多いのも此の理由に依る・IMI）


